
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。除夜の鐘の「108」は煩悩の数を表すとされていますが、「四苦八苦を取り払う」

にかけて「４×９＋８×９＝108」というユニークな説もあります。若い頃はただのうんちくに思えたことが、

だんだん身にしみる年齢になると除夜の鐘の響きも違って聞こえますね。どうぞ良いお年をお迎えください。 

失くし物に注意が必要

な月です。特に財布や

鍵、仕事上の重要書類

などは気を付けて！ラ

ッキーカラーは「赤」。 

困難な状況にあっても

願いは叶う運勢です。

一進一退しながら粘り

強く事に当たれば必ず

良い結果が表れます！ 

やり始めたことは最後

までやり遂げる意思の

強さが運を高めます。

何事も継続する努力を

惜しまないことです！ 

積極的に行動すると幸

運を呼ぶでしょう。自

分のほうから苦手な人

に近づくと予想以上の

収穫がありそうです。 

【相続は「２次相続」も含めて検討を！】 

 

相続について、夫婦と子どもが２人の４人家族だった場合で考えて

みましょう。夫婦の一方が亡くなり、残された配偶者と子どもが相

続をしました。この１回目の相続のことを「１次相続」といいます。

その後、残された配偶者も亡くなり、子どもが相続をしました。 

この２回目の相続のことを「２次相続」と 

いいます。ここで知っておいていただきた 

いことは、最初の１次相続での財産の分け 

方しだいで、１次相続と２次相続の相続税 

額が合計数百万円も違ってくる場合があ 

るということです。例えば遺産が１億 6000

万円だったとして、次の３パターンで相続した場合の１次相続と２

次相続の合計相続税額を計算してみました。（１）１次相続：残さ

れた配偶者が 8000 万円・子が 4000 万円ずつ／２次相続：子が 4000

万円ずつ （２）１次相続：残された配偶者が全額の１億 6000 万

円／２次相続：子が 8000 万円ずつ （３）１次相続：子が 8000 万

円ずつ／２次相続：なし それぞれの合計相続税額は、（１）650

万円（２）1400 万円（３）1100 万円となり、最高で 750 万円の差

が出ます。では、（１）の方法が一番良いのかというと、必ずしも

そうとは言えません。相続方法は遺産の内容や家族状況でさまざま

です。そのためしっかりと状況を把握し、また「相続税の特例」も

含め総合的に判断して決めることが大切となります。 
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立ち飲み酒場」のこと。グラスワインを豊富に揃えているのが特長で、素人には敷居の

高いワインでも一杯数百円で何種類も試すことができます。料理にこだわるバルが増え、

ブランド肉や市場直送の魚介類を使った本格的なメニューを安く提供しています。輸入

ワインは円高の後押しを受け、活気溢れる社交場のブームは全国的にも広がりそうです。 

手頃な値段でワインと料理を気軽に楽しめる『ワインバル』が

都市部を中心に流行中です。「バル」とはスペイン語で「気軽な 

今月の商売のヒント：【お客様の心に響く農耕型の商売】 
 

商売がうまくいっている人にその秘訣を聞くと、「秘訣は特にありません」といった答えが返ってくることが

あります。しかし、そのあと必ずと言っていいほど次のように続きます。「ただお客様を大事にしているだけ

です」。目先の顧客を次々と狙い撃ち、仕事が済んだら「はい、さようなら」。そんな、「どうせ一度限り」と 

「心無い狩猟型の商売」をする会社が勢いを増した時代もありましたが、それは 

いつの時代も許されないやり方です。やはり商売は心を込めた「農耕型」のスタ 

イルでありたいものです。農業の場合、田畑を耕して種を蒔き、芽が出たら手を 

かけて育て、収穫のあとは次の収穫に備えて準備をします。この手順は、商売に 

も当てはまるのではないでしょうか。営業して新規顧客を獲得し、お客様との信 

頼関係を築き、顧客フォローでリピーターを作っていく。目先の収穫より収穫前

後により手間をかける農耕型の商売は、顧客を大事にすることで次の仕事へと可能性が広がり、お客様が新

たなお客様を呼ぶ好循環が生まれます。以前、あるところで印刷会社を経営するＡ社長のこんな話を聞いた

ことがあります。Ａ社長は時折、お茶菓子を持ってあるお年寄りのお宅を訪ねる 

そうです。90歳を超えたその家のおばあさんはＡ社長の訪問を心待ちにしており、 

しばらく一緒にお茶を飲んだあとでＡ社長が帰ると、すぐに息子に電話で報告す 

るそうです。県外に住んでいる息子は、そのＡ社長の会社の顧客です。彼の実家 

がたまたまＡ社長の会社の近くだったことから始まった、ひょんなご縁でした。 

「Ａさんがお菓子を持って訪ねてきてくれた。ありがたいことだ」と母親から報 

告を受けるとき、一人暮らしの親を心配しながらもなかなか実家に顔を出せない 

息子は、どれほどＡ社長に感謝することでしょう。ひとつのご縁を大事に育てるＡ社長の顧客網は県外へと

広がり、このご時世でも商売は順調とのことです。以前、地元紙から商売の秘訣を取材されたＡ社長は、「お

客様に喜んでもらえることを考えながら、お客様を大事にしてきただけです」と答えていたそうです。 

曲がっている？定規 
 
定規で線を引いてすぐに移動
させると、インクを引きずり汚
してしまうことがありますよ
ね。でも、『アーチルーラー』
なら大丈夫！上方向へ弓形に
曲がった定規なので、インクを
引きずる心配がありません。 
 アーチルーラー    検索 

http://www.serikaikei.net
mailto:asahi@serikaikei.net

